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本
書
を
読
む
た
め
に

１
．
史
料
概
要

本
書
は
『
沖
縄
県
史　

資
料
編
21 The Journal and O

ffi
cial 

C
orrespondence of Bernard Jean Bettelheim

 1845-54 Part I 

（1845-51

） 

近
世
２
』
の
日
本
語
翻
訳
版
で
あ
る
。

翻
訳
に
あ
た
り
、『
資
料
編
21
』
の
テ
キ
ス
ト
に
疑
義
が
生
じ
た
箇
所
は
随
時
手

稿
を
確
認
し
た
。
翻
刻
版
刊
行
後
に
判
明
し
た
情
報
は
、
本
冊
巻
末
に
正
誤
表
と
し

て
掲
載
し
た
。

底
本
と
な
っ
た
原
史
料
に
関
し
て
は
、『
資
料
編
21
』
に
お
い
て
、
翻
刻
者
で
あ

る
Ａ
・
Ｐ
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
が
詳
し
く
解
説
し
て
お
り
、
来
歴
等
に
つ
い
て
は
そ

れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
本
冊
掲
載
分
の
底
本
の
所
在
を
記
載
す
る
。

〈
一
八
四
五
年
末
〜
一
八
四
六
年
一
〇
月
一
一
日
〉

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
研
究
図
書
館
特
別
資
料
室
（BU

L

）
蔵
英

国
国
教
会
宣
教
協
会
（C

M
S

）
文
書
中
の
英
国
海
軍
琉
球
伝
道
会
文
書
（LN

M
 

papers

）
のL/A

 2/2

が
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
日
誌
で
あ
る
。
沖
縄
県
公
文
書
館
・

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
当
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一

八
四
六
年
一
月
二
〇
日
か
ら
約
一
週
分
の
日
誌
が
欠
落
し
て
お
り
、
翻
刻
は
二
四

日
・
二
七
日
（
こ
の
二
日
の
日
付
は
翻
刻
者
に
よ
る
推
定
）
の
記
述
を
琉
球
大
学
附

属
図
書
館
ア
ー
ル
・
ブ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
のN

ine Years in Loo C
hoo

に

拠
っ
て
い
る
。（ref. 0000502064950

お
よ
び0000502064983

）

〈
一
八
四
六
年
一
〇
月
一
七
日
〜
一
八
四
七
年
七
月
七
日
途
中
〉

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
琉
球
大
学
学
術
レ
ポ
ジ
ト
リ
に
て
、
手
稿
画
像
が
公

開
さ
れ
て
い
る
。（
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
手
稿
日
記
・
公
文
書
簡
１
冊
目　

http://
ir.lib.u-ryukyu.ac.jp/handle/20.500.12000/2532

）

〈
書
簡
一
〜
八
五
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
公
爵
へ
の
書
信
〉

琉
球
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
琉
球
大
学
学
術
レ
ポ
ジ
ト
リ
に
て
、
手
稿
画
像
が
公

開
さ
れ
て
い
る
。（
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
手
稿
日
記
・
公
文
書
簡
２
冊
目　

http://
ir.lib.u-ryukyu.ac.jp/handle/20.500.12000/2533

）

〈
一
八
五
〇
年
九
月
不
明
日（
二
六
日
ヵ
）〜
一
八
五
一
年
末
〉

LN
M

 papers L/A
 2/2

。
沖
縄
県
公
文
書
館
・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
に
当

資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

２
．
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
略
歴

バ
ー
ナ
ー
ド・
ジ
ャ
ン・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム（Bernard Jean Bettelheim

）は
、

一
八
一
一
年
、ハ
ン
ガ
リ
ー
の
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
で
生
ま
れ
、ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
に
な
る

べ
く
教
育
を
受
け
た
が
、後
に
一
八
三
六
年
に
イ
タ
リ
ア
の
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
で
医
学

の
学
位
を
取
得
。一
八
四
〇
年
、エ
ジ
プ
ト
海
軍
の
軍
医
と
な
り
ト
ル
コ
の
ス
ミ
ル
ナ

近
隣
の
町
に
駐
留
し
て
い
た
際
、英
国
国
教
会
宣
教
協
会
の
聖
職
者
二
人
と
出
会
い
、

教
え
を
得
て
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
。そ
の
後
ロ
ン
ド
ン
に
渡
り
、ユ
ダ
ヤ
教
の

人
々
へ
の
福
音
伝
道
を
目
指
す
な
か
で
、英
国
海
軍
琉
球
伝
道
会（
Ｌ
Ｎ
Ｍ
）の
派
遣

宣
教
師
の
募
集
を
知
り
応
募
、同
会
に
採
用
さ
れ
一
八
四
五
年
九
月
に
ポ
ー
ツ
マ
ス

よ
り
出
航
、香
港
を
経
由
し
て
、翌
一
八
四
六
年
四
月
か
ら
一
八
五
四
年
七
月
ま
で
琉

球
に
滞
在
し
た
。多
言
語
を
操
る
語
学
の
天
才
で
あ
り
、琉
球
滞
在
中
に
四
福
音
書
の

琉
球
語
翻
訳
の
み
な
ら
ず
、英
琉
辞
書
、琉
球
語
文
法
書
な
ど
を
執
筆
し
た
。琉
球
を

離
れ
た
後
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、南
北
戦
争
に
軍
医
と
し
て
従
軍
。一八
七
〇
年
死
去
。
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３
．
本
冊
の
収
録
範
囲

本
冊
に
は
一
八
四
五
年
末
か
ら
一
八
五
一
年
末
ま
で
が
収
録
さ
れ
る
。
収
録
内
容

と
し
て
は
、
香
港
到
着
直
前
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
号
の
船
上
よ
り
始
ま

り
、
準
備
期
間
と
し
て
滞
在
し
た
香
港
の
四
ヶ
月
間
、
そ
し
て
琉
球
到
着
後
の
六
年

間
分
、
そ
し
て
そ
の
間
に
授
受
の
あ
っ
た
書
簡
の
控
え
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
誌
に

関
し
て
は
一
八
四
七
年
七
月
七
日
途
中
か
ら
一
八
五
〇
年
九
月
二
六
日
の
途
中
ま
で

散
逸
し
て
い
る
た
め
、
実
質
は
約
三
年
分
と
な
る
。

公
式
書
簡
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
琉
球
王
府
と
の
漢
文
に
よ
る
往
復
文
書
の
英
訳

を
主
と
す
る
八
五
通
、
そ
し
て
Ｌ
Ｎ
Ｍ
の
後
援
者
で
あ
っ
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
公
爵

に
宛
て
た
嘆
願
書
に
二
分
さ
れ
る
。
漢
文
書
簡
に
つ
い
て
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は

当
初
、
日
誌
と
書
簡
と
を
分
け
て
編
綴
し
て
い
た
。
一
八
五
〇
年
八
月
に
マ
ー
リ
ン

号
に
託
し
た
分
ま
で
（
書
簡
の
日
付
と
し
て
は
一
八
四
九
年
一
二
月
末
ま
で
）
が
そ

の
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
新
た
に
通
番
が
振
ら
れ
、
授
受
当
日
の
日

誌
本
文
に
組
み
込
む
形
に
変
更
さ
れ
る
。
本
冊
で
は
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
整
理
お
よ

び
『
資
料
編
21
』
の
編
集
に
従
い
、
前
半
の
書
簡
を
別
立
て
と
し
た
。
偶
然
で
は
あ

る
が
、
分
冊
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
誌
が
失
わ
れ
た
時
期
の
記
録
の
一

部
が
残
り
、
そ
の
間
に
発
生
し
た
事
件
の
経
緯
を
大
ま
か
な
が
ら
追
う
こ
と
が
で

き
る
。

本
冊
に
収
録
さ
れ
る
主
要
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、
ま
ず
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
自
身

の
琉
球
到
着
、
尚
育
王
葬
儀
見
学
で
の
騒
動
、
ド
ル
盗
難
事
件
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

の
薩
摩
宿
侵
入
に
対
す
る
報
復
襲
撃
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
退
去
を
め
ぐ
る
英
政
府
と

の
公
文
書
簡
の
応
酬
、
殉
教
者
の
発
生
な
ど
が
主
な
事
件
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

加
え
て
、
琉
球
側
の
資
料
に
残
り
に
く
い
宣
教
師
と
し
て
の
実
際
の
布
教
活
動
や
、

医
師
と
し
て
の
活
動
、
よ
く
知
ら
れ
る
種
痘
法
の
教
授
だ
け
で
な
く
、
当
時
多
く
見

ら
れ
た
眼
病
や
皮
膚
病
の
処
置
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
行
為
の
様
子
、
そ
し
て
葬
列

や
墓
参
な
ど
の
琉
球
の
民
俗
や
、
辞
書
を
編
む
ほ
ど
に
収
集
し
た
琉
球
語
な
ど
、
見

る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
多
い
。

４
．
時
代
背
景
・
社
会
背
景

ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
年
、
中
国
（
清
）
と
イ
ギ
リ
ス
と

の
間
に
ア
ヘ
ン
戦
争
（
一
八
四
〇
〜
四
二
）
が
勃
発
、
清
が
敗
北
し
、
そ
の
講
和
条

約
と
し
て
南
京
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
一
八
四
四
年
に
は
ア
メ
リ
カ
と
の
望
厦
条

約
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
黄
埔
条
約
が
結
ば
れ
た
。
こ
れ
は
中
国
に
と
っ
て
は
、
従
来
の

華
夷
秩
序
に
の
っ
と
っ
た
朝
貢
・
互
市
に
よ
る
外
交
・
通
商
体
制
の
枠
組
を
動
揺
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
西
欧
側
か
ら
見
れ
ば
、「
正
当
に
」
勝
ち
取
っ
た
自
由
貿

易
体
制
と
条
約
に
よ
る
国
際
関
係
の
樹
立
で
あ
っ
た
。
日
誌
中
で
く
り
返
さ
れ
る
布

教
の
正
当
性
、
通
貨
に
よ
る
自
由
な
売
買
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
主
張
、
砲
艦

外
交
を
是
と
す
る
発
言
な
ど
は
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
列
強
諸
国
に
共
通

す
る
見
方
で
あ
っ
た
。

当
時
の
琉
球
は
、
中
国
に
対
し
て
は
朝
貢
体
制
下
に
あ
り
、
日
本
に
対
し
て
は
幕

藩
体
制
下
に
あ
っ
た
。
異
国
船
対
応
に
関
し
て
は
、
打
払
令
を
行
使
で
き
る
軍
事
力

も
立
場
も
な
く
、
一
九
世
紀
に
入
り
度
々
異
国
船
の
来
航
が
あ
っ
て
も
薪
水
給
与
令

に
準
じ
た
対
応
を
取
る
こ
と
で
や
り
過
ご
し
て
い
た
。
当
然
キ
リ
ス
ト
教
は
禁
教
で

あ
る
。
こ
の
体
制
下
、
両
国
以
外
と
の
単
独
外
交
は
現
実
的
に
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
状
況
を
変
え
た
の
は
一
八
四
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
、
そ
し
て
一
八
四

六
年
に
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
上
陸
と
逗
留
を
許
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
う
ち

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
は
、
清
に
対
応
を
願
い
出
て
一
八
四
八
年
に
退
去
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
す
る
が
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
問
題
は
残
っ
た
。
頼
る
べ
き
中
国
は
国
内
情
勢

の
悪
化
と
と
も
に
琉
球
に
構
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
り
、
日
本
は
報
告
を
聞
く
ば
か
り

で
動
か
な
い
。
残
さ
れ
た
手
だ
て
は
香
港
の
イ
ギ
リ
ス
政
庁
を
通
し
て
、
ベ
ッ
テ
ル
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ハ
イ
ム
退
去
を
訴
え
る
の
み
で
あ
る
。
本
書
に
も
言
及
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の

公
文
書
簡
の
や
り
と
り
が
そ
れ
で
あ
り
、
琉
球
が
自
力
で
中
国
・
日
本
以
外
の
国
と

の
外
交
に
踏
み
切
っ
た
端
緒
と
言
え
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
琉
米
通
商
条
約
以
前

よ
り
、
琉
球
は
国
と
し
て
外
交
交
渉
を
行
い
は
じ
め
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
問

題
に
関
し
て
何
ら
主
導
的
な
動
き
を
見
せ
な
か
っ
た
薩
摩
お
よ
び
江
戸
の
姿
勢
も
含

め
て
再
検
討
さ
れ
て
も
い
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
一
八
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
欧
米
各
国
も
ま
た
大
き
な
変
革
期
に
あ
っ
た
。
科
学
技

術
の
発
達
と
産
業
革
命
は
、
人
々
を
合
理
主
義
精
神
へ
と
向
か
わ
せ
、
資
本
主
義
の

発
達
を
促
し
た
。
そ
う
し
て
起
こ
っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
植
民
地
経
営
へ

と
列
強
諸
国
を
駆
り
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
と
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
と
っ

て
対
外
進
出
と
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
は
コ
イ
ン
の
両
面
の
関
係
で
あ
り
、
特
に
東
ア

ジ
ア
の
覇
権
獲
得
を
目
指
す
英
・
仏
・
米
は
、
こ
ぞ
っ
て
宣
教
師
派
遣
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
国
布
教
は
、
一
八
〇
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
よ
り
広
州

に
派
遣
さ
れ
た
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
、
一
八
一
三
年
に
マ
ラ
ッ
カ
に
派
遣
さ
れ
た

ミ
ル
ン
、
一
八
一
七
年
派
遣
の
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
ら
に
は
じ
ま
る
。
中
国
本
土
で
は
キ

リ
ス
ト
教
関
係
書
籍
の
刊
行
が
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
マ
ラ
ッ
カ
や

バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
印
刷
所
や
学
校
が
作
ら
れ
華
僑
へ
の
布
教
が
行
わ
れ
た
。
一
八
二
〇

年
代
後
半
か
ら
は
、
モ
リ
ソ
ン
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
欧
米
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各

派
か
ら
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
、
パ
ー
カ
ー
等
、
中
国
伝

道
に
足
跡
を
残
す
人
々
が
派
遣
さ
れ
、
聖
書
の
中
国
語
翻
訳
や
各
種
伝
道
冊
子
の
刊

行
も
進
ん
だ
。
南
京
条
約
に
よ
り
五
港
が
開
か
れ
、
公
式
に
禁
教
が
解
か
れ
る
と
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
活
動
は
よ
り
活
発
化
す
る
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
ロ
ン
ド

ン
に
渡
り
、
宣
教
師
と
な
る
た
め
の
道
を
模
索
し
て
い
た
時
、
そ
し
て
若
き
日
に
琉

球
を
訪
れ
た
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
が
琉
球
へ
の
伝
道
を
呼
び
か
け
て
い
た
の
は
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
時
に
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
出
自
も
踏
ま
え
て
お
く
べ

き
背
景
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
有
史
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の

苦
難
の
歴
史
は
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
述
べ
な
い
が
、
改
宗
し
て
キ
リ
ス
ト
教
社
会
へ

身
を
投
じ
た
人
間
で
も
、
そ
こ
か
ら
完
全
に
自
由
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
英
国
国
教

会
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
叙
任
も
学
位
も
認
め
な

か
っ
た
こ
と
に
も
表
れ
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｍ
も
数
年
後
の
叙
任
の
約
束
の
も
と
に
ベ
ッ
テ
ル

ハ
イ
ム
を
送
り
出
す
が
、
結
局
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
給
与
も
通

例
よ
り
抑
え
ら
れ
た
上
に
滞
り
が
ち
で
、
希
望
す
る
補
給
物
資
も
満
足
に
届
け
ら
れ

な
か
っ
た
。
公
的
な
派
遣
で
も
な
け
れ
ば
、
正
式
な
聖
職
者
で
も
な
い
状
態
で
遠
い

異
国
に
送
り
出
さ
れ
、
適
切
な
処
遇
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
日
誌
の
中

で
し
ば
し
ば
爆
発
す
る
怒
り
は
、
不
安
や
悲
し
み
の
発
露
で
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
自
ら
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
に
は
強
い

矜
持
を
保
ち
続
け
た
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
が
福
音
を
伝
え
た
い
相
手
は
詰
ま
る
と
こ

ろ
同
胞
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
、
琉
球
（
日
本
）
へ
の
宣
教
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
宣
教
の
処
女
地
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
イ
ザ
ヤ
書
66
章
に
書
か
れ
る
ユ
ダ
ヤ
の

失
わ
れ
た
十
支
族
の
住
む
「
遠
く
の
島
々
」
で
あ
るJavan

をJapan

と
見
立
て

て
い
る
こ
と
が
強
い
動
機
と
な
っ
て
い
る
。
琉
球
人
に
対
す
る
強
引
な
布
教
も
、

人
々
を
透
し
て
ユ
ダ
ヤ
を
見
て
い
た
ゆ
え
か
も
し
れ
な
い
。

５
．
凡
例

括
弧
類　
著
者
本
人
に
よ
る
挿
入
・
補
足
は
丸
括
弧
（（ 

））
と
し
た
。
翻
訳
上

必
要
と
な
っ
た
補
足
・
推
測
・
短
い
注
記
な
ど
は
亀
甲
括
弧
（〔 

〕）
と
し
た
。

日
付　
手
稿
で
は
用
紙
の
節
約
の
た
め
に
、
行
頭
に
日
付
の
数
字
の
み
書
か
れ
る
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こ
と
が
多
い
。『
沖
縄
県
史　

資
料
編
21
・
22
』（
以
下
「
翻
刻
版
」
と
す
る
）
で

は
、
翻
刻
者
に
よ
り
、
月
・
曜
日
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
補
足
を
踏
襲

し
た
う
え
で
、
日
誌
本
文
前
行
に
出
し
た
。
な
お
、
手
稿
上
明
確
に
書
か
れ
ず
、
翻

刻
者
に
よ
る
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
日
付
は
亀
甲
括
弧
で
示
し
た
。

手
稿
に
引
か
れ
た
下
線　
翻
刻
版
に
お
い
て
は
一
部
を
イ
タ
リ
ッ
ク
等
で
処
理
さ

れ
て
い
る
が
、
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
語
版
で
は
、
手
稿
と
突
き
合
わ
せ
て
極

力
拾
い
上
げ
、
傍
線
と
し
た
。
破
線
、
二
重
・
三
重
の
線
も
手
稿
ど
お
り
と
し
た
。

手
稿
上
の
挿
入
を
示
す
記
号　
翻
刻
版
で
は
、
手
稿
上
の
著
者
の
推
敲
痕
を
抹
消

線
あ
る
い
は
挿
入
箇
所
を
山
括
弧（<

 >
）で
示
す
が
、
日
本
語
版
で
は
文
の
流
れ
を

優
先
し
、
注
記
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
以
外
は
明
示
し
て
い
な
い
。
余
白
に
書
か

れ
た
追
記
の
挿
入
箇
所
を
示
す（
＊
）も
、
同
理
由
で
削
除
し
、
処
理
を
統
一
し
た
。

手
稿
の
フ
ォ
リ
オ
に
関
す
る
情
報　
翻
刻
版
に
お
い
て
、
翻
刻
者
に
よ
り
本
文
中

に
挿
入
さ
れ
た
フ
ォ
リ
オ
の
切
り
替
わ
り
を
示
す
記
号
（
例　

//

、[xx]

、（Jan. 
1850 sheet xx

））
は
、
読
み
や
す
さ
を
優
先
し
、
日
本
語
版
で
は
採
ら
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
翻
刻
者
が
注
記
し
た
フ
ォ
リ
オ
上
の
書
き
込
み
や
フ
ォ
リ
オ
の
状
態

に
関
す
る
情
報
は
「
翻
刻
注
」
と
し
て
残
し
た
。

翻
刻
時
の
不
明
字
等　
フ
ォ
リ
オ
の
欠
損
や
文
字
の
消
失
、
印
字
の
不
鮮
明
な
ど

に
よ
る
も
の
は
〔
判
読
不
能
〕
と
し
た
。
単
語
の
主
要
部
分
が
判
読
で
き
る
、
あ
る

い
は
、
文
脈
上
や
文
法
上
、
入
る
べ
き
語
が
自
明
な
も
の
は
（
例　

our hol[y] 
faith, old C

om
[m

ittee]

）、
特
に
明
示
せ
ず
訳
し
た
。
翻
刻
者
の
疑
問
符
が
付

さ
れ
て
い
る
も
の
は
亀
甲
括
弧
で
示
し
た
。
翻
刻
者
に
よ
る
「sic

（
マ
マ
）」
が
打

た
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
文
法
上
の
ミ
ス
に
属
す
る
も
の
で
、
日
本

語
訳
に
影
響
し
な
い
も
の
は
特
に
明
示
し
て
い
な
い
。
語
彙
の
用
法
等
の
問
題
で
、

日
本
語
訳
し
た
と
き
に
不
自
然
な
も
の
に
つ
い
て
は
マ
マ
打
ち
で
示
し
た
。

琉
球
語
音
・
中
国
語
音　
琉
球
語
の
発
音
に
関
し
て
は
、『
日
本
語
訳
英
琉
辞
書
』

（
二
〇
一
七
）
の
解
題
の
音
表
記
分
析
、
お
よ
び
『
沖
縄
語
辞
典
』
を
参
照
し
、
カ

タ
カ
ナ
で
ル
ビ
を
ふ
っ
た
。
著
者
自
身
が
『
琉
球
語
と
日
本
語
の
文
法
の
要
綱
』
の

な
か
で
、
表
記
は
ラ
テ
ン
語
音
と
ド
イ
ツ
語
音
価
に
従
う
と
す
る
言
及
も
考
慮
し

た
。
必
要
に
応
じ
て
、
元
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
を
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

中
国
語
音
は
、
著
者
が
使
用
す
る
音
表
記
は
ウ
ェ
ー
ド
＝
ジ
ャ
イ
ル
式
に
か
な
り
近

い
も
の
の
同
一
で
は
な
く
、
綴
ら
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
、
見
た
目
通
り
に
カ
ナ

に
し
て
し
ま
う
と
、
実
際
の
発
音
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
さ

ら
に
表
記
ゆ
れ
も
散
見
さ
れ
た
た
め
、
基
本
的
に
は
、
琉
球
語
同
様
、
文
脈
上
の
必

要
に
応
じ
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
を
残
し
、
参
考
ま
で
に
現
代
中
国
語
の
ピ
ン
イ

ン
表
記
を
補
足
し
た
。
但
し
、
一
部
ピ
ン
イ
ン
音
か
ら
カ
ナ
に
し
た
語
も
あ
る
。

漢
字
表
記　
手
稿
に
は
、
著
者
本
人
あ
る
い
は
通
訳
の
劉
が
書
き
込
ん
だ
漢
字
表

記
が
あ
る
が
、
正
字
・
俗
字
・
異
体
字
が
混
在
す
る
た
め
、
本
書
で
は
通
用
字
に
統

一
し
た
。
ま
た
、
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
。

注
に
つ
い
て　
本
書
に
は
注
が
三
種
類
あ
る
。

① 

原
注　
著
者
自
身
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。
翻
刻
版
で
は
、
翻
刻
者
に
よ
り
本
文

中
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
が
、
本
文
の
流
れ
を
阻
害
す
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

書
で
は
注
に
戻
し
た
。
翻
刻
版
刊
行
後
に
判
明
し
た
原
注
の
記
載
漏
れ
は
、
巻
末
の

正
誤
一
覧
に
掲
載
し
、
本
冊
で
は
該
当
箇
所
で
訳
出
し
た
。

② 

翻
刻
注　
翻
刻
者
が
付
し
た
手
稿
の
状
態
、
書
き
込
み
な
ど
の
フ
ォ
リ
オ
情
報

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
版
に
は
語
注
・
人
名
注
に
あ
た
る
注
記
も
含
ま
れ
る

が
、
そ
れ
ら
の
情
報
は
本
書
で
は
内
容
精
査
の
上
、
訳
注
に
集
約
し
た
。

③ 
訳
注　
事
務
局
が
翻
訳
の
補
足
説
明
と
し
て
付
与
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的

に
は
、
語
注
、
人
名
注
、
関
連
史
料
の
情
報
提
示
が
中
心
と
な
る
。
訳
注
作
成
に
関

し
て
は
、
翻
刻
者
の
指
摘
に
依
拠
し
つ
つ
、
再
度
傍
証
史
料
等
を
調
査
し
た
上
で
必

要
に
応
じ
て
情
報
を
更
新
し
た
。
英
語
読
者
を
対
象
と
し
、
日
本
語
に
し
た
際
に
不
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要
と
な
る
も
の
、
裏
付
け
不
十
分
な
情
報
は
採
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
軽
微
な
も
の

に
関
し
て
は
、
本
文
中
に
亀
甲
括
弧
で
補
足
し
た
。

な
お
、
注
番
号
は
日
誌
本
文
で
は
日
付
ご
と
、
書
簡
一
〜
八
五
で
は
書
簡
ご
と
に

取
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
公
へ
の
手
紙
は
、
長
文
の
た
め
、
内
容
の
区
切
り
ご
と

に
取
っ
た
。
ま
た
、
注
番
号
は
注
の
種
類
に
よ
ら
ず
、
連
番
と
し
た
。

段
落
分
け　
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
手
稿
は
、
用
紙
節
約
の
た
め
、
改
行
を
極
力
避

け
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
意
味
内
容
の
区
切
り
と
し
て
は
そ
の
マ
ー
ク
と
し
て
ハ
イ

フ
ン
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
翻
刻
版
で
は
手
稿
に
忠
実
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
本

書
で
は
、
日
本
語
上
の
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
ハ
イ
フ
ン
の
箇
所
で
改
行
し
た
。

こ
の
操
作
は
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
特
徴
的
な
ダ
ー
シ
を
多
用
す
る
文
章
を
生
か
す

た
め
の
視
覚
上
の
繁
雑
さ
を
避
け
る
た
め
で
も
あ
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
公
へ
の
手

紙
に
関
し
て
は
、
翻
刻
の
時
点
で
翻
刻
者
に
よ
る
段
落
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
た
め

そ
れ
に
従
っ
た
。
そ
の
他
、
明
確
な
意
味
段
落
の
区
切
り
で
あ
り
、
日
本
語
の
流
れ

と
し
て
改
行
が
必
要
と
判
断
し
た
箇
所
で
一
部
改
行
を
加
え
た
場
所
も
あ
る
。

用
語　
本
書
に
は
、
現
代
で
は
不
適
当
と
さ
れ
る
語
や
侮
蔑
の
語
が
散
見
さ
れ
る

が
、
言
い
換
え
な
ど
の
操
作
は
行
わ
ず
、
原
史
料
の
表
現
を
残
し
た
。
著
者
に
よ
る

当
て
こ
す
り
な
ど
含
み
の
あ
る
語
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
傍
点
を
振
っ
た
。
ま
た
、

一
般
に
な
じ
み
の
な
い
用
語
や
歴
史
公
文
書
用
語
等
は
、
語
注
や
ル
ビ
を
付
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
に
関
わ
る
語　
聖
書
の
引
用
箇
所
は
、
日
本
聖
書
協
会
発
行
の
聖
書

協
会
共
同
訳
（
二
〇
一
八
）
に
拠
っ
た
。
そ
の
際
、
著
者
自
身
が
出
典
箇
所
を
示
し

て
い
る
場
合
は
「
書
名
＋
○
章
△
節
」
と
し
、
事
務
局
で
補
足
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
亀
甲
括
弧
で
〔
書
名
略
称
＋
○
・
△
〕
と
し
た
。
略
称
一
覧
は
凡
例
末
尾
に
付

し
た
。
各
キ
リ
ス
ト
教
関
係
用
語
の
訳
語
は
日
本
聖
公
会
で
採
用
さ
れ
て
い
る
語
を

使
用
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

主
要
周
辺
史
料

①
「
稟
啓
集
」　
ハ
ワ
イ
大
学
東
西
文
化
セ
ン
タ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
資

料
（Ryukyuan H

istorical D
ocum

ents M
icrofilm

ing Project-1962, 
E-W

 C
enter U

 of  H
aw

aii

）
５
、
〇
一
九
九
〜
〇
二
七
五
コ
マ
。
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
が
琉
球
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
。（
請
求
記
号201/RY/1312

）。

こ
の
資
料
に
は
文
書
番
号
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
書
で
は
便
宜
上
編
集
担

当
が
通
番
を
付
し
た
。
全
七
〇
葉
（
お
よ
び
表
紙
・
裏
表
紙
）、
四
五
文
書
。
た
だ

し
、
第
一
一
文
書
の
前
半
部
分
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
二
一
五
コ
マ
と
二
一
六
コ
マ

の
間
）
に
は
コ
マ
飛
び
あ
る
い
は
欠
落
が
疑
わ
れ
る
。

②
「
伯
徳
令
其
他
往
復
文　
上
・
下
」
中
表
紙
に
は
「
伯
徳
令
并
異
国
人
等
与
往
復

文　

道
光
弐
拾
九
年
己
酉
十
一
月
廿
六
日
よ
り
咸
豊
三
年
癸
丑
十
二
月
六
日
迄
」　

沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
東
恩
納
文
庫
（
請
求
記
号　

H
K/19/B39/1, H

K/19/
B39/2

）。
同
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
那
覇
市
歴

史
博
物
館
蔵
の
尚
家
文
書
六
二
八
番
と
重
複
。

③
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』
第
一
巻
〜
第
十
八
巻
・
補
遺
別
巻
、
浦
添
市
教
育
委

員
会
、
一
九
八
八
〜
二
〇
〇
二
年
。

④
『
大
日
本
維
新
史
料
』
第
一
編
一
〜
七　
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
、
一
九
三
八
〜

一
九
四
三
年
。
ま
た
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。（
請
求
記
号　

210.58-I653d

）

⑤
『
維
新
史
料
綱
要
』
巻
一　
維
新
史
料
編
纂
事
務
局
、
一
九
二
七
年
。
ま
た
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
稿
本
画
像
が
公
開
さ
れ
て

い
る
。（https://w

w
w

ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

）

⑥ LM
N

 papers

（
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
研
究
図
書
館
特
別
資
料

室
蔵
英
国
海
軍
琉
球
伝
道
会
文
書
、L/A

 1-19, L/F1/1-7

）。
沖
縄
県
公
文
書
館

（
資
料
コ
ー
ド0000010135

〜0000010139

）
お
よ
び
琉
球
大
学
附
属
図
書
館



 

x

（
請
求
記
号　

290.99/C
H

/1

（
１
）-（
５
））にA

dam
 M

atthew

社
出
版
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
所
蔵
が
あ
る
。

⑦ C
hinese Repository 　

広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
影
印
本
。

ま
た
、
複
数
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

聖
書
書
名
略
称

［
旧
約
聖
書
］

創
世
記〔
創
〕 

出
エ
ジ
プ
ト
記〔
出
〕 

レ
ビ
記〔
レ
ビ
〕 

民
数
記〔
民
〕

申
命
記〔
申
〕 

ヨ
シュア
記〔
ヨ
シュ
〕 

士
師
記〔
士
〕 

ル
ツ
記〔
ル
ツ
〕

サ
ム
エ
ル
記
上〔
サ
ム
上
〕 

サ
ム
エ
ル
記
下〔
サ
ム
下
〕 

列
王
記
上〔
王
上
〕 

列
王
記
下〔
王
下
〕

歴
代
誌
上〔
代
上
〕 

歴
代
誌
下〔
代
下
〕 
エ
ズ
ラ
記〔
エ
ズ
〕 

ネ
ヘ
ミ
ヤ
記〔
ネ
ヘ
〕

エ
ス
テ
ル
記〔
エ
ス
〕 

ヨ
ブ
記〔
ヨ
ブ
〕 
詩
篇〔
詩
〕 

箴
言〔
箴
〕

コヘレ
ト
の
言
葉〔
コヘ
〕 

雅
歌〔
雅
〕 
イ
ザ
ヤ
書〔
イ
ザ
〕 

エ
レ
ミ
ヤ
書〔
エ
レ
〕

哀
歌〔
哀
〕 

エ
ゼ
キ
エ
ル
書〔
エ
ゼ
〕 

ダ
ニ
エ
ル
書〔
ダ
ニ
〕 

ホ
セ
ア
書〔
ホ
セ
〕

ヨ
エ
ル
書〔
ヨ
エ
〕 

ア
モ
ス
書〔
ア
モ
〕 

オ
バ
デ
ヤ
書〔
オ
バ
〕 

ヨ
ナ
書〔
ヨ
ナ
〕

ミ
カ
書〔
ミ
カ
〕 

ナ
ホ
ム
書〔
ナ
ホ
〕 

ハ
バ
ク
ク
書〔
ハ
バ
〕 
ゼ
フ
ァニ
ヤ
書〔
ゼ
フ
ァ
〕

ハ
ガ
イ
書〔
ハ
ガ
〕 

ゼ
カ
リ
ヤ
書〔
ゼ
カ
〕 

マ
ラ
キ
書〔
マ
ラ
〕

［
旧
約
聖
書
外
典
］　
（
第
一
・
第
二
エ
ス
ド
ラ
ル
書
、
ダ
ニ
エ
ル
書
補
遺
は
省
略
）

ト
ビ
ト
記〔
ト
ビ
〕 

ユ
デ
ィ
ト
記〔
ユ
デ
ィ
〕 

エ
ス
テ
ル
記（
ギ
リ
シ
ャ
語
）〔
エ
ス
・
ギ
〕

知
恵
の
書〔
知
〕 

シ
ラ
書〔
シ
ラ
〕 

バ
ル
ク
書〔
バ
ル
〕

マ
ナ
セ
の
祈
り〔
マ
ナ
〕 

マ
カ
バ
イ
記一〔一マ
カ
〕 

マ
カ
バ
イ
記
二〔
二
マ
カ
〕

［
新
約
聖
書
］

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書〔
マ
タ
〕 

マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書〔
マ
コ
〕 

ル
カ
に
よ
る
福
音
書〔
ル
カ
〕

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書〔
ヨ
ハ
〕 

使
徒
言
行
録〔
使
〕 

ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙〔
ロ
マ
〕

コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙一〔一コ
リ
〕 

コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二〔
二
コ
リ
〕

ガ
ラ
テ
ヤ
の
信
徒
へ
の
手
紙〔
ガ
ラ
〕 

エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙〔
エ
フ
ェ
〕

フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙〔
フ
ィ
リ
〕 

コ
ロ
サ
イ
の
信
徒
へ
の
手
紙〔
コ
ロ
〕

テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ
の
手
紙一〔一テ
サ
〕 

テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ
の
手
紙
二〔
二
テ
サ
〕

テ
モ
テ
へ
の
手
紙一〔一テ
モ
〕 

テ
モ
テ
へ
の
手
紙
二〔
二
テ
モ
〕

テ
ト
ス
へ
の
手
紙〔
テ
ト
〕 

フ
ィ
レ
モ
ン
へ
の
手
紙〔
フ
ィ
レ
〕

ヘ
ブ
ラ
イ
人
へ
の
手
紙〔
へ
ブ
〕 

ヤ
コ
ブ
へ
の
手
紙〔
ヤ
コ
〕

ペ
ト
ロ
の
手
紙一〔一ペ
ト
〕 

ペ
ト
ロ
の
手
紙
二〔
二
ペ
ト
〕

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙一〔一ヨ
ハ
〕 

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
二〔
二
ヨ
ハ
〕 

ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
三〔
三
ヨ
ハ
〕

ユ
ダ
の
手
紙〔
ユ
ダ
〕 

ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録〔
黙
〕

略
称
一
覧

『
資
料
編
21
』 

― 

『
沖
縄
県
史
資
料
編
21　

The Journal and C
orrespondence of 

Bernard Jean Bettelheim
 1845-51 Part I （1845-51

）　
近
世
２
』

A
M

EP 

― 

パ
リ
外
国
宣
教
協
会
文
書A

rchives des M
issions Etrangères de Paris, 

études et docum
ents, Eglises d’A

sie Série H
istoire

Britannica 

― 

ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典

BU
L 

― 

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
研
究
図
書
館
特
別
資
料
室 U

niversity of 
Birm

ingham
 C

adbury Research Library Special C
ollections

C
M

S 

― 

英
国
国
教
会
宣
教
会 C

hurch M
issionary Society

KJV
 

― 

欽
定
訳
聖
書 King Jam

es V
ersion Bible

LN
M

 papers 

― 

英
国
海
軍
琉
球
伝
道
会
文
書 The archive of the Loochoo N

aval 
M

ission, kept as part of the C
M

S A
rchive at the BU

L C
hurch M

issionary 
Society A

rchive, Section I: East A
sia M

issions, Part 1: The A
rchive of the 

Loochoo N
aval M

ission 1843- 1861 and the Japan M
ission 1869- 1934

O
D

N
B 

― 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
人
名
辞
典
オ
ン
ラ
イ
ン
版

O
ED

 
― 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典

PRO
 A

D
M

 ,  FO
  

―  the Public Record O
ffi

ce British N
ational A

rchives, 
A

dm
inistration papers, Foreign O

ffi
ce papers


